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政務活動報告

新型コロナウィルス感染症の影響で政務活動も自粛していましたが、徐々に活動も再開され県内調査を
会派で行った。

① 大田原市のラウンドアバウト(環状交差点)

交差点が環状(ドーナツ型)になっており信号機ではなく道路標識に従い、交差点を右回りに通行が指定
されている。重大事故や渋滞が起きにくい交差点で全国ですでに8ヶ所設置。本県では初めての設置となっ
た。設置場所は大田原市狭原地内。過去3年で9件の出会い頭事故 (見通しが良いが道路幅が同程度のため
優先関係が分かりにくく、一時停止の見落としによる重大事故)があり、信号機設置を希望していたが交差
点を直角に改良し設置するとなると総事業費がラウンドアバウトの1.5倍になるため、ラウンドアバウトの
設置を選択した。

総事業費 1億3,000万円 交差形状 6枝

導入の効果としては、速度低下と交錯ヶ所の減少、信号機の電力が不要(CO2削減)、信号による停止が
ない、停電時も通行可能、Uターンによる方向転換が容易である等。設置条件としては交通量が著しく多
い所は適さない。
住民への説明や理解はコロナ禍のため実施できず、来年市政懇談会にて意見を広く聴集する予定という。

今後、県の総合スポーツゾーンにも設置予定。


